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1.1 インストールセンターとは？

インストールセンター

http://www.sas.com/jp/service/documentation/

installcenter/index.html

1インストールセンターの概要
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1.2 インストールセンターに掲載しているドキュメント

●『SAS Download Manager使用法ガイド』

●『SAS Deployment Wizardユーザーガイド』

●『クイックスタートガイド』

●『システム必要条件』（Foundation用/プロダクト用）

●『設定ガイド』（UNIX用/Windows用）

●『ソフトウェアの更新手順』（UNIX用/Windows用）

1.3 インストールセンターを構成するページ

システム必要条件のページ

ドキュメントのページ

プロダクト別ドキュメントのページ
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SAS 9.2（TS2M2）の稼働環境に関する確認

SAS 9.2（TS2M2）のインストール手順の確認

SAS 9.2（TS2M2）へのマイグレーション関連情報の確認

2.1 SAS 9.2（TS2M2）の稼働環境に関する確認

インテリジェンスプラットフォームのページ

サードパーティソフトウェアリファレンスのページ

2インストールセンターの活用例
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2.2 SAS 9.2（TS2M2）のインストール手順の確認
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「SAS Technical News Winter 2009」

特集：SAS 9.2への移行について

http://www.sas.com/jp/periodicals/technews/pdf/09win.pdf

「SAS Technical News Spring 2009」

特集：SAS 9.2への移行と活用

http://www.sas.com/jp/periodicals/technews/pdf/09spr.pdf

2.3 SAS 9.2（TS2M2）へのマイグレーション関連
情報の確認

おわりに
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SAS 
Academic News

SASアカデミック・ニュース

コラム
「SAS四方山話」
Special

SAS Academic News

コラム「SAS四方山話」Special
大橋　渉

東京医科歯科大学　医歯学総合研究科大学院　生命情報学
情報医科学センター　臨床・生物統計グループ　特任助教

第9回 アンケート四方山話 総集編

回答者が安

易に質問をしてきます。

アンケートの事例

統計処理以外の目的に用いられることはございません。

学習経験のあるものを全て

（無い場合は0時間と記載願います）

高等学校における確率・統計の学習経験に関するアンケート
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意外と大切な「前置き」

記名か無記名か？

聞く順番にも意味がある

集計・解析の計画

過去の結果やその他情報との紐

付けが可能

購入した商品そのものがアン

ケートと同じ効果であり、

事実に基づく情報

回答がしにくい質問や、回答が

面倒な質問（Q11の自由記述など）が前半

にありますと、それ以降の質問には回答

してくれなくなりがちです
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複数回答（Multi Answer）の場合は

回答の数だけカラムを用意するべし…

Excelへの入力時に男性・女

性、公立・私立などの文字情報を入力する

のはあまりお勧めできません。

まずは単純集計

proc freq data=tech;

 tables Q1 Q2

 Q3 _ 1 Q3 _ 2 Q3 _ 3 Q3 _ 4 

 Q3 _ 5 Q3 _ 6 Q3 _ 7 Q3 _ 8

 Q3 _ 9 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 

;

run;

proc format;

 value Q1f

 1=' '

 2=' '

 ;

 value Q2f

 1=' '

 2=' '

 ( )

run;
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基本的にゼロ件のカテゴリは表示さ

れませんので、表などに転記する場合には

お気をつけ願います。

proc freq data=tech;

 tables Q2*Q3 _ 4;

 （ Q3 _ 5～ Q3 _ 9 ）
run;

proc univariate data=tech normal plot;

 var Q4;

run;

クロス集計による解析

数値データの解析

proc freq data=tech;

 tables Q2*Q3 _ 4 / chisq;

 （以下 Q3 _ 5～ Q3 _ 9まで同様）
run;

proc npar1way data=tech;

 class Q2;

 var Q4;

run;
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proc freq data=tech;

 tables Q1*Q6 / out=wk1 nopercent nocol;

run;

Q2

proc npar1way data=tech;

 class Q1;

 var Q4;

run;

Q2 proc corr data=tech spearman ;

 var Q4 Q6;

run;

proc gplot data=tech;

 plot Q4*Q6;

run;

proc ttest data=tech;

 class Q2;

 var Q4;

run;

学校種によるコン

ピュータの利用時間には差があるという

結論になります。

p値が

0.05を下回ったからｔ検定を行ってはなら

ない

元々人数が異なり

ますので、実際の人数よりも割合同士を比

較することが大切です！　

そこに時間依存性

や合理性などを見出していく必要はありま

すが、因果関係の解明のための取っ掛か

りとしては非常に有用なツール

「い

くつ以上ならば相関がある」などという決

まりごとはありません

順位データの取り扱い

相関の解釈
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数学A

における「Q3-4（独立な試行と確率）」の

履修割合が、他の数学Aの分野と比較して

少ないのか

アンケートの終了後は

当初の目的や仮説、疑問とは必ず向き合

うようにしましょう！　

結果の総括

自由記述はどのように解釈するか

数学A

学習経験は明らかになった。しかしながら、自身の持つ仮説とは乖離している部分も多かったため、
当初の授業計画（学習者は皆無であると仮定していた状態）は見直す必要があるだろう。

決して少なくない。医学部専門のコースのある高校もあり、医学部における統計の重要性を教える
高校もあるため、全国の高等学校平均4％程度（著者調べ）の選択科目であるとの思い込みは、医
学部生に対しては持つべきではない。しかし、統計的推測の履修者がゼロであった理由に関しては、
今後の検討課題としたい。

特に差は見られなかったが、私立高校の方が多様化している部分はある。

明確な差があり、私立は公立の2.8倍にもなる。カリキュラムの自由度の高さが影響しているものと
判断できる。

圧倒的に「統計が嫌い」な学生が多かったが、学校種や性別による差異は見られなかった。もう少し
「統計が好き」な学生が多いものと予想していた。

入試における学習では軽視している。一部学生には、「教科書の最後に存在するが勉強しなくても
良い科目」としてのイメージが構築されている。確率に関しても、高等学校の教員が時間切れや、時
に意図的に授業から除外している場合があるようだ。
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Q&A

Q

A

A

Q

A

Q

DATA abc;

  INPUT a $ b c;

CARDS;

A 1 100

B 2 200

C 3 300

;

RUN;

DATA ab;

  INPUT a $ b;

CARDS;

A 11

B 12

C 13

;

RUN;

PROC APPEND BASE=abc DATA=ab FORCE NOWARN; 

RUN;

PROC APPEND BASE=ab DATA=abc FORCE NOWARN; 

RUN;

DATA wsplit;

  word = 'SAS Institute Japan';   /*  */

  num = COUNTW(word,' ');  /* COUNTW  */

  DO i=1 TO num;

    eachword = SCAN(word,i);  /* SCAN  */

    OUTPUT;

  END;

  KEEP eachword;

RUN;

SAS 9.1以降における方法

DATA wsplit;

  word = 'SAS Institute Japan';  /*  */

             /* COMPRESS  */

  num = LENGTH(word) - LENGTH(COMPRESS(word,' ')) + 1;

  DO i=1 TO num;

    eachword = SCAN(word,i); /* SCAN  */

    OUTPUT;

  END;

  KEEP eachword;

RUN;

SAS 9.1より前のリリースにおける方法

ODS PDF FILE="c:¥temp¥test.pdf" COMPRESS=9;

  PROC PRINT DATA=sashelp.class;

  RUN;

ODS PDF CLOSE;

例

SPRING 2010



15Q & A

Usage Note 35181: Managing multiple installations of the 

SAS Add-In for Microsoft Office

http://support.sas.com/kb/35/181.html

[ 構文 ] 

[ KCOUNT Function ] 

http://support.sas.com/documentation/cdl/en/nlsref/61893

/HTML/default/a002628241.htm

Q

A

Q

A

Q

DATA sample; 

  INPUT a $10. b $10.; 

DATALINES; 

ABCDE 

A BCD 

; 

RUN; 

DATA result; 

  SET sample; 

  IF KCOUNT(a) > 0 THEN b = " "; 

  ELSE b = " "; 

RUN; 

SPRING 2010
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[Windows XPにて実行する場合]

[Windows Vistaにて実行する場合]

A

A

A

DATA _CLASS;

  DO group=1 to 4;

    DO cat=1 to 3;

      OUTPUT;

　　 END;
  END;

RUN;

例

PROC SUMMARY DATA=test CLASSDATA=_class NWAY; 

  CLASS group cat;

                  /* OUT  */
  OUTPUT OUT=out;

RUN;

例

                              /*  */
PATTERN1 VALUE = s COLOR = red;

PATTERN2 VALUE = s COLOR = green;

PATTERN3 VALUE = s COLOR = blue;

                         /* GCHART  */
PROC GCHART DATA = out;

                    /* TYPE= SUM  */

        /* SUMVAR= _FREQ_  */
  VBAR group / TYPE = SUM SUMVAR=_FREQ_ SUBGROUP = 

cat DISCRETE;

RUN;

QUIT;

例

Q

Q

Q & A
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特別トレーニング・コースの開催のご案内

●「SASプログラミング：SAS 9.2拡張点」コース（1日間）

SAS Training
SASトレーニングのお知らせ

●「POWERとGLMPOWERプロシジャによる症例数設
計」コース（2日間）

SPRING 2010



●「SASを利用したData Cleaning Techniques」コース（2日間）

●「SAS 9.2 BI：拡張点」コース（2日間）

18 SAS トレーニングのお知らせ SPRING 2010



●「SAS 9.2 SAS/STAT拡張点」コース（1日間） ●「製薬企業におけるSASプログラミング入門
【SAS Programming in the Pharmaceutical 
Industry】」コース（1日間）

19SAS トレーニングのお知らせSPRING 2010



SPRING 2010
■テクニカルニュースに関するお問い合わせ先

SAS Institute Japan株式会社

w w w.sas.com / jp
テクニカルサポートグループ　
TEL:03-6434-3680   FAX:03-6434-3681 

20 SPRING 2010SASトレーニングのお知らせ

Latest Releases
最新リリース情報

●「SAS 9.2 Data Integration：拡張点」コース（1日間）

 

http://www.sas.com/jp/training/

トレーニング担当

PCプラットフォーム UNIXプラットフォーム

メインフレームプラットフォーム 

SAS Technical News入手
http://www.sas.com/jp/periodicals/technews/index.html 


